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ンドネシアのバリやカンボジアを経由して、インドからやってきたという。カンボジアでは、内戦の影響もあり、タイのように華やかな文化が育つことはなかったが、アンコール遺跡をよくよくみる 、かわいらしい花のレリーフが残されている。人びと 生活 なかには、シンプルではあるが類似の花飾りの文化は息づいている。一方、タイで ンプルなものから装飾的なデザインのも まで、多種多様かつ大量の花飾りがあふれてい 。バンコクの花文化博物館のサクン・イスタクン氏によると、タイで 、ラーマ五世（在位一八六六～一九一〇年） の姉が、 フラワーアーティストとして積極的に花文化 振興につとめたという。その後、王室 の発展とともに、非常に凝ったデザイン 飾りがつくられるようになった。●タイの伝統的な花飾り　
神様にお供えしたり、来客をもてなしたり












とである。決して長持ちするものではなく、ほんの数時間のために、敬いの気持ちを示すためにつくられた飾りである。ただし、最近では、花飾りに生花ではなくプラスチック造花を使用した 、香りのある石鹸や布を使った 飾りなども多くみられ 。　
タイやカンボジアの友人たちに花飾りのこ
とを話すと、 「子どものころ つくったことがあるわ」といわれることがある。しかし、近年では、街角のあらゆるところで露天商が花飾りを一〇～三〇バーツ（三〇～一〇〇円程度）で売っており、各家で手間 かけてつくるような習慣 どれくらい残 ているのかは不明である。バンコクでは花飾りのつくり方を教えてくれ ワークショップがいくつか開講しているが、そのようなコースをわざわざ受講するのは外国人だけだろうと思ってた。しかし、筆者が参加してみたところ、外国人だけではなく、花 大好きでたまらないというタイ人受講生が多くみられたことに驚かされた。また、本屋さんに 、まるで手芸本のように非常に細かなデザインを紹介 た本が並んでいる。日本の人が華道に勤しむように、都市部の豊かになったタイの人たちにとっては 花飾りをつくることは、タイらしさを見直すひとつ きっかけなのかもしれい。●タイの花文化を支える人たち　
バンコクのチャオプラヤー川沿い、王宮に
もほど近いところに、バンコク最大の花市場、パーククローン市場がある。 トゥクトゥク （自動三輪車）に、これ以上載せられないほどの
ジャスミンの花を量り売りする青年
花市場の様子
花市場を盛り上げる若者たち
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花を積んで帰路につく人たちが多くみられる。人々はこの市場で花を買い求め、さらにアレンジを加えて、街中に並べる。店頭に花飾りを朝並べるため、市場は深夜になると、さらに活気をましていく。　
花は国内外から集まってくる。国内産の花
は、バンコク郊外やタイ北部でつくられている。ミャンマー国境近くでは、ミャンマー人労働者が、花を栽培するプランテーショ を支える。輸入品も多く、インド、インドネシア、中国等々のアジア各国から輸入され 花だったり、遠くはアフリカからの花も市場に並ぶ。　
今日では伝統的なマライに独特な色の輸入
花を使ったり、ホテルやデパートを飾る近代的なアレンジに昔ながらの花飾りを足してみたり、新しい出会いがタイの花文化をさらに新しいものに変化させている。　「タイはいつでも花が咲き誇っているから、贅沢なアレンジができる」とは うけれどこの花を咲かせ続けるには、多くの人たち支えと努力がある。そして、なにより、平和があってこそ、私たちはバンコクの鮮やかな花を心穏やかに楽しむことができる。
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